
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                            

みずきの会 ミニ観だより   1月号 
2017年 2月 11日    
 みずきの会 
代表 足立直義 
 

毎月第３日曜日午後１時より県立自然環境保全センターでミニ観察会を担当しています。私達と一緒に歩いて見ませんか。 

氷の上に何があるの  

みぃつけた 

 

池が凍った ソシンロウバイ 

 
 

 

イヌシデ 

 氷の上に、何があったのかしら。キセキレイに伺いたいものです。 (Y.M) 
26日池の氷上で、ルルビタキの雄が、飛び跳ねたり、歩いたり、氷面を啄んだりする行動を”25分”
も繰り返している所で、カメラのバッテリーが切れ観察をやめましたが、何があったのでしょうか？ 
その時、隣の凍った池でも、雌のルリビタキが同じ事を繰り返していました。 （N.A) 

シモバシラが出来ていた 

 

 No。２０６ 

トラツグミ 

15日 晴 5℃ 
 水も土も凍っている

中で、色付いて膨らん

だウグイスカグラのつ

ぼみに、春のきざしを

感じました。  (N.S) 
 

去年のミニ観で 

＊ ブログ “丹沢大山山麓だより” を検索してみて下さい。 

★ ミニ観だより は、皆さんの感想を元に 作られています。 

クヌギの木肌は凹凸が 

 

 

 
 

 声！ミニ観に参加した人の

 

  
 

・キセキレイが氷の上でエサを探していましたが、他にもっと見付けられないものか。(YO) 
・モジゴケやクヌギ・コナラの違いを知る事ができました。とても楽しかったです。(S.K) 
・樹木の名前を知りたいと思っていました。冬になると表面の皮の割れ方、色等で 
判別出来ることを知りました。(S.S) 

・冬鳥や、鳥の使った巣を見る事が出来て良かった。(M.U) 


